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記　
　

録平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る
水
損
文
書
へ
の 

応
急
修
復
作
業
（
史
料
レ
ス
キ
ュ
ー
）
に
つ
い
て

石　
　

田　
　

雅　
　

春

は
じ
め
に

　

平
成
三
〇
年
七
月
の
集
中
豪
雨
は
、
西
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
う
ち
広
島
県
で
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
一
一
四
人
、
負
傷
者
一
二
七

人
、住
宅
の
全
壊
一
、〇
二
九
棟
、半
壊
二
、八
八
八
棟
、一
部
損
壊
一
、八
九
八
棟
、

床
上
浸
水
二
、九
二
六
棟
、
床
下
浸
水
五
、〇
〇
九
棟
も
の
被
害
が
あ
っ
た
（
八
月

一
三
日
時
点（

１
））。

こ
れ
に
と
も
な
い
県
内
各
地
で
、
歴
史
的
な
資
料
も
土
砂
災
害

や
浸
水
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
広
島
大
学
文
書
館
（
以
下
、
大
学
文

書
館
と
略
）
と
広
島
県
立
文
書
館
（
以
下
、
県
立
文
書
館
と
略
）
は
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
に
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
相
互
協
力
協
定
を
結
ん
で
い

た（
２
）。

筆
者
は
当
時
大
学
文
書
館
に
在
籍
し
て
お
り
、
こ
の
協
定
の
取
り
ま
と
め
に

あ
た
っ
た
。
こ
の
た
め
今
回
の
非
常
事
態
に
あ
た
り
、
大
学
文
書
館
の
運
営
委
員

の
立
場
か
ら
両
館
の
連
絡
・
調
整
、
な
ら
び
に
大
学
文
書
館
の
作
業
に
協
力
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
下
、
大
学
文
書
館
が
応
急
修
復
作
業
を
担
当
し
た
深
川
小
学
校
の
現
用
文
書

と
広
島
市
安
芸
区
瀬
野
Ａ
家
文
書
の
事
例
に
つ
い
て
、
作
業
の
経
緯
と
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
た
課
題
お
よ
び
教
訓
を
紹
介
す
る
。

一　

広
島
市
立
深
川
小
学
校

（
一
）
受
入
の
経
緯

　

今
回
の
豪
雨
災
害
は
、
主
に
七
月
六
日
（
金
）
夕
方
か
ら
翌
七
日
（
土
）
未
明

に
か
け
て
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
七
月
七
日
の
段
階
で
は
断
片
的
な
情
報
し
か
な

く
、
被
害
の
全
容
が
判
明
し
た
の
は
八
日
（
日
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
週

明
け
九
日
の
朝
、
筆
者
は
小
池
聖
一
大
学
文
書
館
長
と
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、

筆
者
が
連
絡
・
調
整
の
任
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
早
速
、
県
立
文
書
館
と
連

絡
を
取
り
、
両
館
の
役
割
分
担
や
作
業
の
手
順
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
開
始
し

た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
七
月
一
三
日
（
金
）
一
一
時
頃
に
深
川
小
学
校
の
文
書
被
災

の
第
一
報
が
県
立
文
書
館
よ
り
も
た
ら
さ
れ
、
引
き
受
け
の
可
否
に
つ
い
て
判
断

を
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
小
池
館
長
に
相
談
し
、
協
定
に
従
い
速
や
か
に
受
入
れ
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る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

第
一
報
で
は
、
水
損
文
書
が
大
量
に
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
正
確
な
分
量

は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
相
当
の
広
さ
が
あ
り
、
な
お
か
つ
汚
損
し
た
文
書

を
一
定
期
間
置
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
本
学
の
施

設
企
画
グ
ル
ー
プ
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
所
と

し
て
、
北
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
一
時
的
に
借
用
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と

な
っ
た
。

　

北
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
と
は
冬
季
の
暖
房
用
ボ
イ
ラ
ー
施
設
で
夏
場
は

運
転
を
休
止
し
て
お
り
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ

で
空
調
設
備
の
あ
る
監
視
室
（
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
文
書
の
乾
燥
お
よ
び
作

業
用
の
ス
ペ
ー
ス
、
隣
接
す
る
ボ
イ
ラ
ー
室
を
資
材
の
集
積
所
と
定
め
、
受
入
の

準
備
に
あ
た
っ
た
。
設
営
に
あ
た
っ
て
は
監
視
室
の
床
全
面
に
薄
手
の
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
き
、
そ
の
上
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
運
搬
ケ
ー
ス
を
逆
さ
に
並
べ
て

乾
燥
用
の
台
と
し
た
。
こ
の
台
の
上
に
新
聞
紙
を
敷
き
つ
め
、
水
損
文
書
を
配
置

す
る
こ
と
と
し
た
。
あ
わ
せ
て
文
書
館
お
よ
び
学
内
か
ら
扇
風
機
七
台
、
除
湿
器

二
台
を
確
保
し
、
水
損
文
書
を
乾
燥
さ
せ
る
準
備
を
整
え
た
。

　

一
方
、
水
損
文
書
の
運
搬
に
つ
い
て
は
、
七
月
一
三
日
の
時
点
で
山
陽
自
動
車

道
の
通
行
止
が
続
い
て
お
り
、
迂
回
路
経
由
で
唯
一
通
じ
て
い
た
国
道
二
号
線
も

広
島
市
内
ま
で
片
道
四
～
五
時
間
（
通
常
時
は
四
五
分
か
ら
一
時
間
程
度
）
も
か

か
る
状
況
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
七
月
一
五
日
頃
に
山
陽
自
動
車
道
が
復
旧
す
る
と

報
道
さ
れ
て
い
た
た
め
、
水
損
文
書
を
県
立
文
書
館
へ
一
時
的
に
避
難
さ
せ
、
山

陽
自
動
車
道
の
開
通
を
待
っ
て
か
ら
広
島
大
学
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
送
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
七
月
一
七
日
午
後
に
、
広
島
大
学
、
広
島
県
立
文
書

館
、
広
島
市
公
文
書
館
の
公
用
車
三
台
に
水
損
文
書
を
分
載
し
、
県
立
文
書
館
か

ら
北
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
と
移
送
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

搬
入
時
の
分
量
は
、
運
搬
ケ
ー
ス
二
〇
箱
、
段
ボ
ー
ル
二
五
箱
で
あ
っ
た
。
マ

ス
コ
ミ
対
応
の
た
め
大
ま
か
な
分
量
の
数
値
が
必
要
と
な
っ
た
が
、
文
書
が
水
濡

れ
に
よ
り
固
着
し
て
い
る
た
め
正
確
な
点
数
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
乾

燥
用
に
立
て
て
並
べ
ら
れ
た
文
書
の
書
架
延
長
を
計
測
し
、
得
ら
れ
た
数
値

（
二
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
を
も
と
に
、
資
料
群
の
中
で
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
と
思
わ
れ
た
Ａ
４
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
の
冊
数
に
換
算
し
て
約
八
七
〇
冊
と

見
積
も
っ
た
。（
乾
燥
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
完
了
し
た
後
で
文
書
の
点
数
を

確
認
す
る
と
、
一
、二
一
四
点
で
あ
っ
た
。
厚
手
の
チ
ュ
ー
ブ
フ
ァ
イ
ル
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
大
半
が
薄
手
の
カ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ダ
ー
や
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ

た
。）

　

ま
た
、
水
損
文
書
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
引
継
ぎ
時
に
、
校
長
室
、
職
員
室
、

保
健
室
の
棚
や
机
に
配
置
さ
れ
て
い
た
現
用
文
書
と
い
う
説
明
を
受
け
た
。
そ
れ

ぞ
れ
机
や
棚
、
あ
る
い
は
引
き
出
し
な
ど
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で

括
ら
れ
、
仮
番
号
が
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
括

り
に
よ
る
原
秩
序
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。

　

な
お
、
水
損
文
書
の
内
容
は
、
教
育
活
動
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

大
半
が
申
請
書
な
ど
児
童
、
保
護
者
、
教
員
の
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
記

載
さ
れ
た
事
務
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
当
初
は
作
業
に
あ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
用
も
考
え
て
い
た
が
、
秘
密
保
持
の
観
点
か
ら
断
念
し
、
大
学
文
書
館
の

ス
タ
ッ
フ
の
み
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
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（
二
）
作
業
の
経
緯

　

大
量
の
水
損
文
書
を
一
度
に
受
け
入
れ
た
た
め
、
一
七
日
は
乾
燥
用
の
台
の
上

に
並
べ
、
作
業
の
手
順
を
確
認
す
る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
吸
水
資

材
の
挟
み
込
み
は
、
翌
一
八
日
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。
搬
入
の
時
点
で
、

県
立
文
書
館
に
よ
っ
て
仮
の
処
置
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、
文
書
の
量
が
多
く
全
体

に
行
き
渡
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
水
濡
れ
の
程
度
が
ひ
ど
く
、
す
べ
て
の
文

書
に
対
し
て
吸
水
資
材
の
挟
み
込
み
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

実
際
に
作
業
を
始
め
て
み
る
と
、
水
損
文
書
の
大
半
を
占
め
る
カ
ッ
ト
フ
ォ
ル

ダ
ー
や
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
は
一
冊
（
一
点
）
当
た
り
の
収
納
文
書
は
少
な
い
が
、

一
冊
ご
と
に
吸
水
資
材
の
挟
み
込
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
た

め
多
く
の
手
間
と
大
量
の
資
材
を
要
し
、
一
度
目
の
挟
み
込
み
作
業
は
七
月
一
八

日
か
ら
二
〇
日
ま
で
か
か
っ
た
。

　

そ
し
て
七
月
二
三
日
に
は
す
べ
て
の
水
損
文
書
の
乾
燥
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

吸
水
資
材
の
交
換
が
必
要
な
も
の
と
、
乾
燥
が
順
調
に
進
み
交
換
が
不
要
な
も
の

と
に
区
分
し
た
。
こ
の
う
ち
交
換
が
必
要
な
も
の
に
対
し
て
、
七
月
二
三
～
二
六

日
に
か
け
て
二
度
目
の
吸
水
資
材
の
挟
み
込
み
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
、
①

ほ
と
ん
ど
乾
い
て
い
な
い
も
の
（
水
濡
れ
状
態
が
継
続
）、
②
カ
ビ
が
発
生
し
て

い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
抜
き
出
し
て
、
重
点
的
に
扇
風
機
の

風
が
当
た
る
場
所
に
配
置
し
直
し
た
。

　

こ
の
後
、
七
月
二
六
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
は
吸
水
資
材
の
交
換
は
行
わ
ず
、

乾
燥
の
経
過
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
と
ど
め
た
。
こ
の
間
は
定
期
的
に
水
損
文
書
の

天
地
を
変
え
た
り
、乾
き
の
遅
い
文
書
を
扇
風
機
の
前
に
移
動
し
た
り
す
る
な
ど
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
お
お
む
ね
文
書
が
乾
燥
し
て

搬入直後の様子（７月17日） 未処置のものが多い。

１回目の吸水資材挟み込み作業後の様子（７月20日）

吸水資材挟み込みの様子（７月17日）

クリーニング作業の様子（８月28日）
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き
た
た
め
、八
月
六
日
よ
り
吸
水
資
材
の
取
り
外
し
と
、泥
な
ど
を
落
と
す
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
作
業
に
着
手
し
た
。

　

し
か
し
実
際
に
作
業
を
開
始
し
て
み
る
と
、
フ
ァ
イ
ル
の
中
心
部
分
ま
で
完
全

に
乾
い
て
い
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
完
全
に
乾
燥
し
た
も
の
と
不
十
分

な
も
の
と
に
分
け
て
、
完
全
に
乾
燥
し
た
も
の
か
ら
順
次
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業

を
行
っ
た
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
初
日
（
八
月
六
日
）
の
実
績
を
も
と
に

当
初
は
作
業
の
完
了
を
八
月
一
六
日
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
想
定
以
上
に
手
間
の

か
か
る
も
の
が
多
く
、
八
月
二
八
日
に
よ
う
や
く
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

　

な
お
、
今
回
は
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
部
屋
を
使
用
で
き
た
こ
と
が
、
乾
燥
作
業
に

対
し
て
有
利
に
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ド
ラ
イ
（
設
定
温
度
一
八
度
）
を

二
四
時
連
続
で
か
け
続
け
、
さ
ら
に
小
型
の
除
湿
機
二
台
を
設
置
す
る
こ
と
で
湿

度
の
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
が
き
た
。
図
は
作
業
期
間
中
の
温
湿
度
の
推
移
で
あ
る
。

屋
外
で
は
最
高
気
温
が
三
五
度
を
超
え
る
猛
暑
日
が
続
い
て
い
た
が
、
室
温
は

二
〇
～
二
五
度
、
湿
度
は
五
〇
％
前
後
で
ほ
ぼ
安
定
し
て
お
り
、
良
好
な
環
境
下

で
乾
燥
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。（
八
月
二
七
日
の
数
値
が
上
昇
し
て
い
る

の
は
、
電
気
施
設
の
定
期
点
検
の
た
め
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
終
日
停
電
と
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。）
こ
の
た
め
カ
ビ
の
発
生
は
ご
く
一
部
の
文
書
に
と
ど
ま
り
、
被

害
の
程
度
も
薄
い
シ
ミ
が
生
じ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

二　

広
島
市
安
芸
区
瀬
野
地
区
Ａ
家
文
書

（
一
）
受
け
入
れ
の
経
緯

　

被
災
し
た
文
書
の
情
報
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
る
な
か
、
県
立
文
書
館
よ
り
追
加

の
受
け
入
れ
の
打
診
が
あ
っ
た
。
複
数
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
七
月

二
五
日
に
県
立
文
書
館
が
レ
ス
キ
ュ
ー
し
た
広
島
市
安
芸
区
瀬
野
の
Ａ
家
文
書
の

一
部
を
預
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ａ
家
は
醤
油
や
酒
の
醸
造
・
販
売
な
ど
を
営
ん

で
い
た
旧
家
で
、
江
戸
時
代
後
半
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
経
営
や
家
に
関
す

る
文
書
を
多
数
所
蔵
し
て
い
た
。
今
回
、
レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
水
損
文
書
の
総
量

は
、
コ
ン
テ
ナ
三
一
箱
、
木
箱
・
段
ボ
ー
ル
一
六
箱
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
う
ち
コ

ン
テ
ナ
五
箱
分
の
水
損
文
書
を
大
学
文
書
館
で
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

た
だ
、
大
学
文
書
館
も
深
川
小
学
校
の
水
損
文
書
が
ス
ペ
ー
ス
を
占
有
し
て
い

た
。
こ
う
し
て
八
月
三
〇
日
に
広
島
市

公
文
書
館
・
広
島
市
教
育
委
員
会
の
協

力
を
得
て
、
深
川
小
学
校
へ
文
書
を
返

却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
の
作
業
に
あ
た
り
参
加
し
た
人

員
は
の
べ
九
九
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
う

ち
現
場
で
作
業
に
あ
た
っ
た
の
は
八
八

人
分
で
、
の
こ
り
の
一
一
人
分
は
吸
水

資
材
の
作
成
（
新
聞
の
折
り
畳
み
、
お

よ
び
段
ボ
ー
ル
の
カ
ッ
ト
）
に
あ
た
っ

た
。
後
述
の
作
業
の
課
題
と
教
訓
と
も

重
複
す
る
が
、
限
ら
れ
た
人
員
を
応
急

修
復
作
業
に
集
中
さ
せ
る
た
め
に
は
、

加
工
済
み
の
吸
水
資
材
を
備
蓄
し
た
方

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

0.0
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室温 湿度作業スペースの温湿度の推移

室温 湿度
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た
た
め
、
同
文
書
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
が
進
行
し
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
て
か

ら
の
受
け
入
れ
と
な
っ
た
。こ
の
た
め
八
月
二
日
に
受
け
入
れ
が
決
定
さ
れ
た
が
、

実
際
の
文
書
の
搬
入
は
八
月
一
七
日
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
作
業
の
経
緯

　

Ａ
家
文
書
は
、
受
け
入
れ
の
時
点
で
県
立
文
書
館
の
作
業
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
乾
燥

し
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
吸
水
資
材
の
交
換
な
ど
は
行
わ
ず
、
乾
燥
用

の
台
の
上
に
配
置
し
、
自
然
乾
燥
に
任
せ
た
。
上
述
の
よ
う
に
深
川
小
学
校
の
作

業
が
ず
れ
込
ん
だ
た
め
、
Ａ
家
文
書
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
は
八
月
二
九
日
か
ら

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
深
川
小
学
校
の
場
合
は
現
用
文
書
で
あ
る
た

め
業
務
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
早
急
に
返
却
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
Ａ
家
文
書

は
こ
う
し
た
心
配
が
な
い
た
め
、作
業
ペ
ー
ス
を
週
三
日
に
落
と
す
こ
と
と
し
た
。

　

作
業
に
先
立
ち
Ａ
家
文
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
文
書
の
形
態
は
、
約
半
数
が

横
長
の
帳
面
、
残
り
が
書
簡
・
は
が
き
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
Ａ
家
文

書
は
被
災
か
ら
二
〇
日
近
く
経
過
し
て
か
ら
レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
た
め
、
全
体
的

に
カ
ビ
の
発
生
が
顕
著
で
あ
っ
た
上
、
一
部
は
腐
敗
に
よ
っ
て
損
傷
し
て
い
た
。

ま
た
、
文
書
の
中
に
は
、
随
所
に
コ
バ
エ
の
さ
な
ぎ
の
抜
け
殻
が
あ
り
、
状
態
の

悪
さ
が
う
か
が
え
た
。
特
に
書
簡
・
は
が
き
は
損
傷
が
ひ
ど
く
、
癒
着
や
紙
力
の

著
し
い
低
下
が
見
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
作
業
の
順
番
は
、
損
傷
の
程
度
の
軽
い
帳
面
か
ら
始
め
、
次
に
程
度
の

重
い
は
が
き
、
書
簡
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
帳
面
へ
の
措
置
は
、
①
キ
ム
ワ
イ
プ

を
用
い
て
カ
ビ
を
除
去
、
②
刷
毛
を
用
い
て
泥
な
ど
の
汚
れ
を
除
去
、
③
竹
へ
ら

を
用
い
て
固
着
し
た
文
書
を
一
枚
ず
つ
剥
離
・
開
披
、
と
い
う
順
序
で
行
っ
た
。

は
が
き
・
書
簡
も
同

様
の
手
順
で
作
業
を

行
っ
た
が
、
特
に
書

簡
は
薄
様
の
和
紙
製

の
も
の
が
多
く
、
文

書
の
剥
離
で
よ
り
細

か
い
作
業
が
求
め
ら

れ
た
た
た
め
、
途
中

か
ら
ピ
ン
セ
ッ
ト
も

用
い
る
こ
と
と
し

た
。

　

こ
う
し
て
一
〇
月

三
日
ま
で
に
の
べ

四
三
人
の
人
員
を
投

入
し
、
総
計
二
、

九
七
七
点
（
内
訳
：

横
長
四
五
冊
、
横
半

三
冊
、
竪
冊
五
冊
、
葉
書
二
、六
六
七
点
、
書
簡
二
五
七
通
、
断
簡
は
含
ま
ず
）

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
終
え
、
県
立
文
書
館
へ
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

竹へらを使用した剥離作業
（８月30日）

紙製ウェスによるカビ除去作業
（９月５日）
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三　

作
業
の
課
題
と
教
訓

　

次
に
作
業
に
当
た
っ
て
直
面
し
た
課
題
と
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
紹
介

し
た
い
。（

一
）
必
要
な
資
材
の
規
格
と
分
量
（
深
川
小
学
校
の
事
例
）

　

準
備
に
あ
た
り
筆
者
が
一
番
困
惑
し
た
の
は
、
必
要
な
資
材
を
ど
の
程
度
用
意

す
れ
ば
よ
い
か
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
文

献
に
は
、
処
置
の
方
法
や
物
品
名
は
記
載
し
て
あ
っ
た
が
、
数
量
の
目
安
や
規
格

に
つ
い
て
の
情
報
が
な
か
っ
た（

３
）。

　

大
学
文
書
館
で
は
平
成
三
〇
年
三
月
に
文
書
の
水
損
に
備
え
て
新
聞
紙
（
ス

ト
ッ
ク
ケ
ー
ス
二
箱
）、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
（
四
ロ
ー
ル
）、
吸
水
マ
ッ
ト
を
備

蓄
し
て
い
た
が
、
受
け
入
れ
る
水
損
文
書
に
比
較
し
て
足
り
な
い
の
は
明
白
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
や
大
学
の
ゴ
ミ
集
積
所
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
回
っ
て
新
聞
紙
や
段
ボ
ー
ル
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
必
要
な
物
品
を
購
入
し
た
。

　

特
に
吸
水
用
の
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
、
必
要
な
分
量
が

推
測
で
き
ず
、
大
変
困
っ
た
。
そ
こ
で
暫
定
的
に
、
①
新
聞
紙
は
一
枚
ご
と
に
四

つ
折
り
に
し
て
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
包
ん
だ
上
で
、
文
書
の
厚
さ
二
～
三
セ
ン

チ
ご
と
に
一
組
挟
み
込
む
、
②
段
ボ
ー
ル
は
Ａ
４
よ
り
一
回
り
大
き
く
カ
ッ
ト
し

て
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
包
み
ん
だ
上
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
で
括
っ
た
フ
ァ
イ
ル

や
フ
ォ
ル
ダ
ー
の
ま
と
ま
り
の
両
端
の
み
に
使
用
す
る
、
③
並
行
し
て
吸
水
資
材

を
作
成
し
随
時
補
給
す
る
、
と
い
う
方
針
を
立
て
て
作
業
に
当
た
る
こ
と
と
し

長
で
割
っ
た
数
値
を
下
段
に
併
記
し
た
。
文
書
の
形
状
や
水
濡
れ
の
状
態
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
一
つ
の
目
安
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
留
意

事
項
と
し
て
は
、
今
回
の
事
例
で
は
段
ボ
ー
ル
の
消
費
量
は
比
較
的
少
な
く
済
ん

だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
県
立
文
書
館
が
段
ボ
ー
ル
の

挟
み
こ
み
を
中
心
に
仮
措
置
を
行
っ
た
こ
と
（
消
費
量
不
明
）、
②
カ
ッ
ト
フ
ォ

ル
ダ
ー
な
ど
厚
さ
の
薄
い
資
料
が
多
く
、
何
冊
か
を
ま
と
め
て
ひ
も
括
り
に
し
た

た
め
消
費
量
が
抑
え
ら
れ
た
こ
と
、
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
表
２
は
、
今
回
の
作
業
で
使
用
し
た
物
品
の
う
ち
、
調
達
に
あ
た
っ
て

表１　吸水資材消費量一覧

１回目
（７月17～20日）

２回目
（７月23～26日）

新聞紙
（４つ折済）

約2,086枚
（149㎝）

約1,106枚
（79㎝）

書架延長1ｍ
当消費量 約95.6枚 約50.7枚

段ボール
（A4カット済）

約80枚
（40㎝）

約44枚
（22㎝）

書架延長1ｍ
当消費量 約3.6枚 約2.0枚

キッチンペーパー 142ロール

書架延長1ｍ
当消費量 3.3ロール

た
。
こ
の
方
式

に
よ
っ
て
、
消

費
し
た
吸
水
資

材
の
分
量
は
表

１
の
通
り
で
あ

る
（
カ
ッ
コ
内

の
数
値
は
資
材

を
積
み
上
げ
た

時
の
厚
さ
を
計

測
し
た
も
の
）。

　

こ
の
う
ち
一

回
目
、
二
回
目

挟
み
込
み
作
業

で
投
入
し
た
分

量
を
、
書
架
延
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製
品
の
規
格
が
分
か
ら
ず
に
困
っ
た
も
の
と
、
情
報
共
有
の
た

め
実
際
に
使
用
し
た
感
想
を
記
録
す
べ
き
と
思
わ
れ
た
も
の
を

一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
幸
い
に
も
、
製
品
の
規
格
に
つ
い

て
は
、
水
損
文
書
を
扱
っ
た
経
験
の
あ
る
県
立
文
書
館
の
ス

タ
ッ
フ
よ
り
助
言
を
頂
い
た
お
か
げ
で
事
な
き
を
得
た
。
筆
者

と
し
て
は
、
今
後
、
研
修
を
受
講
し
た
り
、
先
行
事
例
を
研
究

し
た
り
す
る
際
は
、
こ
う
し
た
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
だ
と
強

く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

（
二
）
乾
燥
作
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
深
川
小
学
校
の
事
例
）

　

先
行
事
例
の
記
録
に
よ
り
、
扇
風
機
の
風
を
当
て
て
文
書
を

乾
燥
さ
せ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
が
、
実
際
に
作
業
を
行
っ

て
み
る
と
、
乾
燥
状
態
の
判
定
や
吸
水
資
材
の
交
換
の
タ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
、
細
か
な
点
で
次
々
と
疑
問
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
県

立
文
書
館
よ
り
乾
燥
作
業
を
経
験
し
た
方
（
ご
本
人
の
希
望
に

よ
り
匿
名
と
す
る
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、（
一
）
で
述
べ

た
吸
水
資
材
の
分
量
も
含
め
、
作
業
に
と
も
な
い
筆
者
が
抱
い

て
い
た
疑
問
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

以
下
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
要
点
を
記
す
。

【
吸
水
資
材
の
分
量
】

 

・�

文
書
の
濡
れ
具
合
に
よ
っ
て
異
な
る
。（
吸
水
す
べ
き
文
書

全
部
の
厚
さ
）

÷

（
調
達
で
き
た
吸
水
資
材
の
枚
数
）＝（
一

品　名 規　格 備　　　考

マスク（DS2規格） 3M、防じんマスク、8205-DS2

使い捨てビニール
エプロン

ミドリ安全、ベルデポリガー
ドエプロン（袖なし）

高温下での作業になるため、アイソレーション
ガウンの代用品として使用。

使い捨てキャップ
ビッグマン 不織布作業衣
キャップ、白、フリーサイズ、
BNW-H

ビニール製のものと不織布製のものがあり
迷った。蒸れを防ぐため不織布製のものを採用
した。

薄手ゴム手袋 ビニールディスポ、C410L、
C410M、C410S

パウダー付きとパウダー無しのものがあっ
た。女性スタッフは主にパウダー無しを選択。

綿手袋 綿スムスマチ無12組、J239L、
J239M、J239S

発汗による蒸れを防ぐため、ゴム手袋のイン
ナーとして使用。主に女性スタッフが利用する
ためＳやＭサイズが多い方が良い。逆に男性ス
タッフはあまり利用せず。

竹べら 綜芸舎（京都） 人数分が必要となる。

ウェットティッシュ

シルコット ピュアウォーター
ウェットティッシュ（純水
99％、ノンアルコール、無香
料タイプ）

作業台の清掃に役立った。

紙製ウェス 日本製紙クレシア、キムワイ
プ、S-200 カビの除去に役立った。

ブルーシート
汚損した文書を扱うため作業後に廃棄するこ
とが前提。厚手のものと薄手のものがあるが、
薄手のもので充分に用が足りた。

ゴーグル

最近の事例を見て用意しなかった。ただ、アレ
ルギー体質のスタッフは、カビ被害の著しい文
書を扱ったときは目・鼻に症状が現れたため、
体質など個人差に配慮する必要がある。

表２　消耗品についての留意事項一覧
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簿
冊
に
挟
み
込
む
間
隔
）を
目
安
と
す
る
。
水
濡
れ
の
ひ
ど
い
文
書
は
多
め
に
、

程
度
の
軽
い
文
書
は
少
な
め
に
挟
み
込
む
。
必
ず
し
も
二
～
三
セ
ン
チ
間
隔
で

挟
み
込
む
こ
と
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。

【
吸
水
資
材
の
交
換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
】

 

・�

吸
水
資
材
が
新
聞
紙
の
場
合
は
、
挟
み
込
ん
だ
部
分
に
手
（
素
手
）
を
入
れ
て

み
て
、
新
聞
紙
と
文
書
の
両
方
が
べ
っ
と
り
濡
れ
て
い
る
時
は
交
換
す
る
。
両

方
と
も
同
じ
よ
う
に
半
乾
き
に
な
っ
て
い
る
時
は
乾
燥
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

の
で
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
完
全
に
乾
燥
す
る
ま
で
お
い
て
お
け
ば
よ
い
。

 

・�

吸
水
資
材
が
段
ボ
ー
ル
の
場
合
は
、
段
ボ
ー
ル
自
体
が
乾
燥
す
る
の
で
、
一
度

挟
み
込
ん
だ
ら
あ
え
て
交
換
す
る
必
要
は
な
い
。

 

・�

い
ず
れ
の
場
合
も
挟
み
込
ん
だ
部
分
に
手
を
入
れ
て
み
て
、
そ
の
感
覚
で
交
換

す
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
。

【
水
分
計
の
必
要
性
】

 

・�

緊
急
処
置
な
の
で
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
簡
単
に
作
業
で
き
る
こ
と
が
ノ
ウ
ハ

ウ
の
基
本
で
あ
る
。
水
分
計
が
あ
れ
ば
使
用
し
て
構
わ
な
い
が
、
素
手
に
よ
る

判
定
で
十
分
で
あ
る
。

【
乾
燥
作
業
に
関
す
る
注
意
点
】

 

・�

文
書
一
列
ご
と
に
通
路
を
作
る
よ
り
も
、
二
列
に
し
た
方
が
通
路
の
幅
が
広
く

な
っ
て
作
業
が
し
や
す
い
。

 

・�

定
期
的
に
文
書
の
天
地
を
入
れ
替
え
だ
け
で
も
乾
燥
の
進
み
方
が
違
う
。

 

・�

カ
ビ
が
発
生
し
た
文
書
は
別
室
へ
隔
離
す
る
。
別
室
が
な
け
れ
ば
風
下
へ
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
移
動
さ
せ
る
。

 

・�

付
着
し
た
泥
を
落
と
す
作
業
は
程
度
に
も
よ
る
が
、
今
回
の
場
合
は
水
洗
い
し

て
も
、
乾
燥
し
た
後
で
除
去
し
て
も
、
結
果
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
乾
燥
し

た
あ
と
で
作
業
を
行
っ
た
方
が
、
よ
り
簡
単
で
あ
る
。

【
作
業
環
境
に
関
す
る
注
意
点
】

 

・�

キ
ャ
ッ
プ
、
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
使
い
捨
て
用
品
は
、
で
き
る
だ
け
再

使
用
し
な
い
。

 

・�

毎
日
少
し
ず
つ
で
良
い
か
ら
作
業
場
や
通
路
を
清
掃
す
る
。

 

・�

カ
ビ
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
も
常
に
換
気
に
注
意
し
て
、
空
気
を
入
れ
替

え
、
空
気
溜
ま
り
を
作
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
。

 

・�

長
期
戦
に
な
る
た
め
体
力
的
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
作
業
を
行
い
、
作
業
は
早

め
に
切
り
上
げ
る
。
疲
れ
を
翌
日
に
残
さ
な
い
こ
と
が
、
継
続
し
て
作
業
を
行

う
上
で
重
要
で
あ
る
。

 

・�

作
業
終
了
後
は
手
洗
い
、
う
が
い
、
洗
眼
を
行
う
。

　

こ
れ
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
設
備
の
不
十
分
な
環
境
下
で
も
通
用
す
る
実
践
的

な
ノ
ウ
ハ
ウ
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
後
の
作
業
で
大
い
に
役
立
っ
た
。
こ
の
場
を

か
り
て
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
と
は
別
に
、
今
回
の
作
業
で
の
筆
者
が
得
た
気

づ
き
と
反
省
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
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【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
フ
ァ
イ
ル
、
フ
ォ
ル
ダ
ー
へ
の
注
意
】

　

小
学
校
の
現
用
文
書
で
あ
る
た
め
、
ク
リ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ダ
ー
や
ク
リ
ア

フ
ォ
ル
ダ
ー
な
ど
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
フ
ァ
イ
ル
用
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
フ
ァ
イ
ル
用
品
に
収
納
さ
れ
た
文
書
は
、
水
濡
れ
の
状
態
だ
と
取

り
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
上
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
全
く
乾
燥
せ
ず
一
点
ず
つ

に
吸
水
資
材
を
挟
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
ク
リ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ダ
ー

の
な
か
に
は
、紙
と
フ
ォ
ル
ダ
ー
が
密
着
し
て
吸
水
資
材
の
挟
み
込
み
が
で
き
ず
、

フ
ォ
ル
ダ
ー
の
一
部
を
切
開
し
な
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
特
徴
に
つ
い
て
、
吸
水
資
材
の
交
換
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
初
め
て
気
づ

い
た
た
め
、
処
置
が
遅
れ
一
部
の
文
書
に
カ
ビ
が
発
生
す
る
原
因
と
な
っ
た
。

【
ク
リ
ッ
プ
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
の
取
り
扱
い
】

　

文
書
の
中
に
ホ
ッ
チ
キ
ス
ど
め
の
も
の
が
混
じ
っ
て
お
り
、
吸
水
資
材
の
挟
み

込
み
の
際
に
そ
の
部
分
が
ち
ぎ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
発
生
し
た
。（
水
に
濡
れ
て

紙
が
柔
ら
か
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
破
損
す
る
ま
で
気
が
付
な
い
。）
こ
の
た
め

途
中
か
ら
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
の
存
在
に
留
意
し
て
慎
重
に
作
業
を
進
め
る
よ
う
に
し

た
。

　

ま
た
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
の
な
か
に
は
、
す
で
に
赤
さ
び
が
発
生
し
て
い
る
も

の
が
あ
っ
た
。
大
学
文
書
館
で
は
、
通
常
の
整
理
作
業
で
は
資
料
保
護
の
た
め
、

さ
び
の
発
生
し
た
金
具
を
除
去
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
と
交
換
し
て
い
る
。

今
回
は
現
状
復
元
を
優
先
す
る
た
め
、
作
業
開
始
後
に
口
頭
で
除
去
し
な
い
よ
う

に
指
示
し
た
が
、
指
示
が
徹
底
さ
れ
ず
一
部
の
作
業
員
が
除
去
し
て
い
た
。
一
度

除
去
し
て
し
ま
う
と
ま
と
ま
り
が
分
か
り
に
く
く
な
る
た
め
、
乾
燥
後
の
復
元
の

際
に
判
断
の
難
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

（
三
）
県
立
文
書
館
と
の
役
割
分
担
、
お
よ
び
優
先
順
位
の
設
定

　

七
月
九
日
以
降
、
県
立
文
書
館
と
調
整
を
行
い
、

一
三
日
に
は
下
図
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
レ
ス

キ
ュ
ー
活
動
を
行
い
、
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
た
だ
、
実
際
に
活
動
を
開
始
し
て
み
る
と
、
五
月

雨
式
に
情
報
が
入
る
上
、
判
断
に
迷
う
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
結
局
は
個
別
の
案
件
ご
と
の
対
応
と
な
っ
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
こ
と
を
見
据
え
て
、

よ
り
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
受
け
入
れ
基
準
の
策

定
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
公
文
書
と
私
文

書
、
古
文
書
と
近
代
文
書
、
あ
る
い
は
地
域
別
の
区
割

り
な
ど
、
い
く
つ
か
の
基
準
を
設
け
、
そ
の
中
で
双
方

の
館
の
役
割
を
決
め
て
ゆ
く
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
被

災
し
た
史
・
資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
は
手
段
で
あ
り
、
目

的
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
点
も
加
味
し
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

広
島
大
学
文
書
館
で
の
作
業
は
、
作
業
場
所
の
都
合
で
一
〇
月
三
日
に
終
了
し

た
。
し
か
し
本
稿
執
筆
時
（
平
成
三
〇
年
一
二
月
）
に
お
い
て
も
、
広
島
県
立
文

被災情報の
収集

【県立文書館・
史料ネット】

活動の可
否・優先順
位の決定

【県立文書館・
大学文書館】

レスキュー
活動

【県立文書館・
大学文書館・教

員有志】

一時保存・
応急措置
【県立文書館・
大学文書館】

レスキュー活動（プロセス図） 
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書
館
で
は
応
急
修
復
措
置
を
継
続
し
て
実
施
中
で
あ
る
。
こ
う
し
た
息
の
長
い
作

業
に
対
し
て
、
引
き
続
き
大
学
文
書
館
と
し
て
も
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
活
動
は
、
大
学
文
書
館
だ
け
で
は
力
不
足
で
あ
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
助
力
を
受
け
な
が
ら
、
一
つ
で
も
多
く
の
歴
史
資
料
を
救

出
し
、
よ
り
良
い
状
態
で
後
世
に
伝
え
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
紹
介
し
た
知
見
は
、
あ
く
ま
で
も
一
事
例
に
過
ぎ
な
い
。
文
書

の
被
災
状
況
や
物
理
的
条
件
（
業
場
所
、
人
員
、
資
材
、
日
程
）
に
よ
っ
て
、
行

う
作
業
の
種
類
や
順
番
も
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
た
め
状
況
に
応
じ
た
判
断
が
大

切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
何
ら
か
の
目
安
が
必
要
と
な
る
。
今

回
の
作
業
に
あ
た
り
先
行
事
例
を
調
べ
た
が
管
見
の
範
囲
で
は
、
十
分
な
デ
ー
タ

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
困
惑
さ
せ
ら
れ
た
。
本
稿
で
示
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、

筆
者
と
し
て
は
基
準
値
の
作
成
を
意
図
し
た
の
で
は
な
く
、
情
報
共
有
の
た
め
の

参
考
値
と
し
て
掲
載
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
特

に
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

付
記　

今
回
の
作
業
に
あ
た
り
、
次
の
方
々
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
五
十
音
順
）

胡
知
弘
氏
、
沖
美
樹
氏
、
権
藤
敦
子
氏
、
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協

議
会
調
査
・
研
究
委
員
会
（
茨
城
県
立
歴
史
館
）、
橋
本
俊
也
氏
、
寺
内
大
輔
氏
、

広
島
県
立
文
書
館
、
広
島
市
公
文
書
館

注（
１
）「
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
害
等
に
つ
い
て
（
第
六
三
報
）」（
広
島

県
危
機
管
理
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（https://w
w
w
.pref.hiroshim

a.lg.jp/soshiki/ 

4/higaihou63.htm
l

）、
平
成
三
〇
年
一
〇
月
五
日
ア
ク
セ
ス
。

（
２
）
石
田
雅
春
「
災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料
保
護
に
関
す
る
相
互
協
力
協
定
書
」

の
締
結
に
つ
い
て
」『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
一
四
号
、
平
成
二
四
年
。

（
３
）
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
作
業
で
あ
り
、
必
然
的
に
筆
者
の
手
許
に
あ
っ
た
資
料

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
計
画
の
立
案
に
あ
た

り
、
参
考
と
し
た
文
献
は
次
記
の
通
り
。

　

 　

・�

日
本
図
書
館
協
会
資
料
保
存
委
員
会『
災
害
と
資
料
保
存
』（
日
本
図
書
館
協
会
、

平
成
九
年
）

　

 　

・�

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
資
料
保
存
委
員
会
編
『
資
料
保
存

と
防
災
対
策
』（
同
委
員
会
発
行
、
平
成
一
八
年
）

　

 　

・�

松
下
正
和
・
河
野
未
央
編
『
岩
田
書
院
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
二　

水
損
史
料
を
救

う

－

風
水
害
か
ら
の
歴
史
資
料
保
全

－

』（
岩
田
書
院
、
平
成
二
一
年
）

　

 　

・�『
平
成
一
八
年
七
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る
水
損
被
害
公
文
書
対
応
報
告
書
』（
天

草
市
立
天
草
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
編
集
・
発
行
、
平
成
二
二
年
）

　

 　

・�

青
木
睦
「
記
録
保
存
論
④
」（
平
成
二
二
年
度
公
文
書
館
専
門
職
員
養
成
課
程

講
義
資
料
、
平
成
二
二
年
一
一
月
一
五
日
）

　
 　

・�『
国
立
公
文
書
館
被
災
公
文
書
等
修
復
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
国
立
公
文
書
館
、
平
成

二
五
年
三
月
、
国
立
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
掲

載
、http://w

w
w
.archives.go.jp/about/activity/reconstruction/

、
ア

ク
セ
ス
日
不
明
）
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・�

青
木
睦
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
文
書
の
救
助
・
復
旧
活
動
」『
国
文

学
研
究
資
料
館
紀
要　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』
第
九
号
（
通
巻
第
四
四
号
）、

平
成
二
五
年
、
国
文
学
研
究
資
料
館
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
掲
載
、http://

doi.org/10.24619/00000824

、
ア
ク
セ
ス
日
不
明
）

　

 　

・�

林
貴
史
「
台
風
一
八
号
に
伴
う
津
久
見
市
支
援
報
告
書　

支
援
期
間 

平
成

二
九
年
一
〇
月
二
日（
月
）～
五
日（
木
）」（
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連

絡
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
掲
示
板
掲
載
、http://jsai.jp/ibbs/

b20171120.pdf

、
平
成
三
〇
年
七
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
）

　

 　

・�

上
甲
典
子
「
馬
路
町
自
治
会
文
書
の
被
災
に
つ
い
て
」『
日
本
史
研
究
』

六
六
八
号
、
平
成
三
〇
年
四
月

　

 　

・�「
第
四
章　

地
域
史
料
の
防
災
な
ら
び
に
災
害
初
期
マ
ニ
ュ
ア
ル
」、「
水
濡
れ

史
料
の
救
済
初
期
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
編

『
地
域
史
料
の
防
災
対
策
』
所
収
（
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
実
務
情
報
リ
ン
ク
バ
ン
ク
掲
載
、http://

jsai.jp/linkbank/

、
平
成
三
〇
年
七
月
一
三
日
ア
ク
セ
ス
）

（
い
し
だ　

ま
さ
は
る
・
広
島
大
学
七
五
年
史
編
纂
室
）


